
令和６年度 第２回市川市公民館運営審議会 

 

次 第  

 

日時及び会場：令和７年２月４日（火）１３：３０～ 

生涯学習センター３階第２研修室 

      

 

１．開 会 

 

２．議題 

令和６年度公民館の取り組みについて（報告） 

 

３．その他 

 

４．閉 会  

 



令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 

会議資料一覧 

議題 令和６年度公民館の取り組みについて（報告） 

資料 令和６年度公民館からの状況報告 

   市内１５館分の状況報告（資料①～⑮） 

   ※審議会当日は７館（鬼高・信篤・大野・若宮・市川・南行徳・菅野）より報告予定 

    （質疑の対象は１５館全館） 

１．主催講座 

年間のテーマや実績状況を踏まえ、アンケート結果や成果と課題を報告します。 

各講座の内「土日に行う講座（土日）」「子どもを対象とした講座（子ども）」 

「学校や地域と連携して行う講座（学校連携）（地域連携）」にはカッコ書きで分  

類が付されています。 

２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 

（１）学校・地域連携 

（２）ギャラリー・集会室（該当スペースのない館は割愛） 

（３）文化祭 

それぞれの取り組みの振り返りを報告します。 

 

関連資料 

  〇公民館講座情報紙「ミーティアムガイド」４６号（秋・冬号） 

 

お手数ですが、審議会当日には、送付の資料をご持参ください。 





令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 議題資料① 

令和 6年度 
鬼高公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色（市内中部） 
 ・鬼高 2丁目に所在し船橋市に近接。ＪＲ下総中山駅南口から徒歩 7分。 
・単独の公民館（駐車場なし）。 
・近隣に真間川と鬼高小学校、第六中学校。高齢者の方の利用が多い。 

 
１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】「自ら学ぶ環境の提供と地域のつながりを意識する」 
（１）実績状況 

前 

期 

① 暮らしに役立つお金の基礎知識    ④つまみ細工でかんざしに挑戦 
② 椅子ヨガで健「好」寿命延長！    ⑤元気に歌おう昭和歌謡（地域連携） 
③ 守ろう！安全・安心な暮らし（地域連携）   

[アンケート結果（累計）]   
「満足」72％・「やや満足」22％・「やや不満」6％・「不満」0％ 
【成果と課題】・暮らしの知識や手芸、健康などの自ら学ぶ講座を設けた。 

・高倍率となるなど応募者も多く、ほとんど満足との回答であった。 
・学校連携や子供を対象とした講座の開催が望まれる。 

後 

期 

① 市川にゆかりのある文学作品に親しもう（土日） ⑥知るぞ～！仏像～！ 
② かぎ針で編む暖かハンドウォーマー       ⑦世界文化遺産を探る 
③ 初めてのアンチエイジングピラティス（地域連携）   ～イタリア編～ 
④ 草原の音色“馬頭琴”を聴く（土日） 
⑤ フィレンツェ生まれの歌劇 オペラ入門（土日） 

【講座の様子】 
 
 

（２）次期計画の視点 
・学校連携や子どもを視野に入れてテーマを検討する。 
・引き続き、自ら学ぶことをテーマとした講座を検討する。 
・地域で活動する方を講師とし地域連携を図る。 

[前期 昭和歌謡]       [前期 つまみ細工]       [後期 馬頭琴]  
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２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 
（１）学校・地域連携 

事業名称 概要 

鬼高小学校放課
後こども教室 

当館で活動しているサークルに依頼し、こども教室で歌や折り紙な
どを子ども達に見せたり、一緒にやったりする活動を準備中。 

 
（２）ギャラリー・集会室 

名称 概要 

談話室 

サークル募集の 
ポスターや各課から 
のチラシ等を配置 

 
体組成計と血圧計 

を配置 

 【総括】 

体組成計等の計測で一日約 20人が来館（全公民館内で一番）している。 
普段公民館を利用していない方がポスターやチラシを見て情報を得ており、効果的に
活用されている。 

 
（３）文化祭 

日程 令和 6年 10月 5日（土） 
来場者数 約 500人 

歌とダンスの発表が７団体、折り紙と書道の作品展示が２団体あり、談話室で一週間
展示した。また、市川レンコンの会と鬼高小学校鬼高っ子祭り実行委員会が出店し、
野菜やクッキー、お菓子などを販売した。 
【総括】 
コロナ禍前に利用者協議会が解散となり、新たに文化祭準備会を組織しての文化祭で
あった。発表会と作品展示、また 2団体による物品販売だけであり、今後は多くの方
が来館して頂けるよう、より学校や地域連携を図り開催したいと考える。 
写真資料 
 

 

[発表会]      [市川レンコンの会 物品販売]   [作品展示（1週間）]  

2



取組み傾向

地域連携

土日

地域連携

土日、子ども

地域連携

土日

【成果】

【課題】

取組み傾向

地域連携

地域連携

土日、子ども

地域連携

地域連携

［アンケート結果］

(１)実施状況

前
　
期

講　　座　　　名

①　はじめましょう!フラダンス

②　深い呼吸とともに60歳からのタイ式ヨガ

③　やさしいウクレレ講座

④　子供と大人の絵本とピアノのリサイタル

⑤　リンパを流して軽やかなからだ作り

⑥　仏像ふしぎ発見

・駐車場：19台

１．主催講座の開催

令和6年度　第2回公民館運営審議会　議題資料②

【令和6年度のテーマ】　「日常生活で喜びを感受できる心と体の健康づくりにつなげる講座の実施」

令和6年度
信篤公民館からの状況報告

◎公民館と周辺地域の特色
・東京メトロ東西線原木中山駅より徒歩2分

・敷地内施設：信篤図書館、信篤体育館、スポーツ広場、ミニプール

・館内施設：貸室9室、集会室、地域ふれあいルーム、子ども館

・参加応募が多く、落選した方から募集人数を増やせないかとの問いが多く、参加人員の増の
工夫が必要と認識

「満足」  94.3% ・ 「やや満足」  5.7%　・「やや不満」　0% ・　「不満」　0%

・講師の工夫により幅広い世代が一体となり、体験をして充実した時間を共有できた

・音楽と読み聞かせの良さに参加者が感動と心豊かに過ごせたと実感した

・短期間である程度楽器を奏でることができ、参加者の熱意と意欲を強く感じることができた

・日常自宅で簡単にできる健康法として、全員が真剣に取り組まれ有意義であった

・健康に対する意識向上とセルフケアを体験し、健康な体作りの学びに寄与した

・仏像の話をとおして日本の歴史も興味深く聞くことができ、充実した学びの機会となった

・企画段階で募集方法についてさらなる工夫が必要であったと感じた

・講座参加者からは楽器を弾くなかで、続けて習いたいとの声が多く、継続的に習う場が必要と
認識

・参加者の体の状況が様々であり、同じ体験をするうえで講師が指導面で苦慮された

・主催講座当日に連絡なく不参加となる人が散見されるため、募集の際の課題と考えている

講　　座　　　名

後
　
期

①　ノーバディーズパーフェクト

②　暮らしの中に俳句を見つける第一歩

③　ハートフルバイオリンコンサート2024

④　千葉ジェッツシニアダンス教室

⑤　近世城下町の祭礼
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事業名称

・ふれあいフェスタR7.1.31

　(サマーフェスタ)

【総括】

名　　　称

【総括】

【講座の様子】

【はじめましょう!フラダンス】 【やさしいウクレレ講座】 【リンパを流して軽やかなからだ作り】

(２)次期計画の視点

・これまでの講座で応募が多く落選した方が多い講座は、再度の実施を検討する予定

・テーマは『人との関わりをとおして楽しみや喜びを感じながら生きがいと共に生涯学習に役立
てられる講座の実施』

２.主催講座・貸室業務以外の取り組み

(1)学校・地域連携

概　　　　　　要

・体験によって得られる楽しみや喜びを生きがいとして日常の活動で活かせる内容とする

・心の癒しや健康促進が人との関わりの中で育めるような工夫が必要

概　　　　　　要

・つながれアート展
公民館2階廊下で信篤・二俣地域の幼稚園、市川特別支援学校、小中
高が1か月単位での輪番制で絵画等の作品の展示を実施

これまでも継続して実施してきており、信篤・二俣地域内の1園、5校で1か月ごとの輪番制で,公民館2

階廊下の展示スペースに絵画等を展示するもので、多くの園児、児童生徒の保護者や親戚、公民館

利用者の方々に親しまれている。また、集会室には複数の囲碁愛好家が来館され、良好なコミュニ

ティの場となっている。

これまで夏季に『サマーフェスタ』として実施してきたが、近年の猛暑による生徒の健康を考慮し今年

度から冬季に『ふれあいフェスタ』として実施。生徒たちは金銭のやり取り、釣銭の受け渡し等地域の

人たちとの関わりの体験をとおして活動意識の向上と育成支援につながる事業と認識している。

（２）ギャラリー・集会室

・市川特別支援学校主催で公民館駐車場を活用し、生徒が日頃制作し

た手工芸品や育てた野菜類の販売により地域の住民とのつながり、やり

がいの育成を目的に公民館では会場設営、利用者への周知、啓発の協

力

・近隣幼稚園、保育園の
避難訓練

・広場や公民館非常階段を利用し避難訓練を実施する際、誘導支援、安

全確保支援を実施
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日　　　程

来場者数

【総括】

・公民館敷地内： 模擬店出店・社会福祉協議会のバザーフリーマーケット
　　　　　　　　　　　地域作業所『おおぞら』が物品販売

(３)　文化祭
令和6年10月19日(土)・20日(日)の2日間

3,046名

・公民館内： 展示発表・演技発表・(視聴覚室)・手作り体験コーナー(第2会議室)

・体育館： 演技発表

　  トセンター・地域ケア・地域作業所『おおぞら』・信篤公民館利用者協議会の多くの協力を得な

　　がら天気も良く、多くの市民が来場し大変盛り上がり楽しんで頂けたものと評価している。

　　また、設営、撤去等の対応で地域連携のもと対応できたと総括する。

写真資料

・　信篤・二俣地区内の小中高及び幼稚園、市川特別支援学校、社会福祉協議会・高齢者サポー

・　今後の大きな課題は、利用者協議会の役員を含め、各サークル団体の高齢化により、文化祭

　　の開催を望む声は多いが、設営、撤去作業が負担となり、参加者が減少している現状である。

　　次度以降の開催ではテント張りや軽量展示パネルの転換等様々な視点で創意工夫を図り、

　　文化祭を継続して開催可能な手法や負担の少ない内容の検討が必要と認識した。

【模擬店出店】 【コーラス発表】 【合気道】

【信篤小吹奏楽】 【手作り体験コーナー】 【中華伝統芸術(変面)】
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令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 議題資料③ 

令和 6年度 
東部公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色（市内東部） 
 ・市内東部の閑静な住宅街の中に立地し、本北方こども館をはじめ、図書室、集会室、地

域ケア市川東部を併設。利用者の特徴としては、これまでも音楽サークルの活動が盛ん
であったが、最近はレクリエーションホールを利用するスポーツ団体が増えつつある。 

 
１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】「潤いのある生活の実現と、健全な身体を育む生涯学習の場の提供」 
（１）実績状況 

前 

期 

① 絵本の世界をご一緒しませんか（その他）  
② からだ Dayday100年歩行計画(地域連携）  
③ 国府台の歴史をたどる近現代史（その他） 
④ なるほどザ仏像(土日) 
⑤ 今年の夏は盆踊りに行こう(土日) 
⑥ 手ぶらで素敵な色鉛筆画を楽しもう(その他) 

[アンケート結果（累計）]   
「満足」83％・「やや満足」17％・「やや不満」0％・「不満」0％ 
【成果と課題】・健康づくり、物づくり、教養の向上など興味深い講座を開催した。講座
の満足度は高いものの、サークルなどを立ち上げ継続するまでにはいたらなかった。
これからも引き続き市民にとって興味ある講座を企画していきたいと思う。 

後 

期 
① シニアのためのヨガ講座(土日) 
② 晩年を楽しんだ先人たち（その他） 
③ 自然素材で素敵なアクセサリーを作ろう（その他） 
④ 江戸流そば打ち入門（地域連携） 
⑤ ＥＮＪＯＹオペラＸｍａｓコンサート（地域連携） 
⑥ 手作り味噌で健康な食生活を送ろう（地域連携） 

【講座の様子】 
 

（２）次期計画の視点 
・健康寿命の延伸を目指し、引き続き健全な心と身体を育む取り組みを通して、いき
いきとした生活を送るための講座を計画していきたい。 

[からだ Dayday100年歩行計画]  ［今年の夏は盆踊りに行こう］  [手ぶらで素敵な色鉛筆画を楽しもう] 
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２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 

（１）学校・地域連携 
事業名称 概要 

①自治会との協働 
 

②文化祭作品展示 
③オープニング演奏 

④第四中学校学校
運営協議会委員 

未就学児の水遊び支援として「ちびっこシャワー」の実施(夏季) 
(北方東部自治会) 

絵画、書道、工作、生花作品の出展(四中、中山、若宮、北方小学校) 
文化祭のオープニングにあたり、第四中学校吹奏楽部が演奏を披露 
若宮公民館長と交代で委員を務め、学校との連携を図っている。 
 

 【総括】 
児童生徒の作品展示については、文化祭開催にあたり、地域の方にとっても恒例の

事業と認識されつつあり、来場者からも概ね好評であった。「ちびっこシャワー」につ
いては、夏季期間中自治会の方が輪番で自主的にこどもの見守りに参加されるなど、
連携が根付いてきていると感じている。 

 
（２）ギャラリー・集会室 

名称 概要 

集会室 
地域の自治会や老人会などを対象に、会合をはじめ、健康体操やカ
ラオケ、公民館主催講座などの実施場所として使用している。 

 【総括】 
自治会や老人会などからは概ね感謝されているが、多くても週に 2回程度しか使わ

れず、広い部屋面積と更新された設備にもかかわらず稼働率が低いことが課題であ
る。貸し部屋を使うヨガのサークルなどからは、使用料を払っても良いので部屋を使
わせて欲しいとの要望を受けている。 

 
（３）文化祭 

日程 令和 6年 10月 26（土）・27日(日)の 2日間 
来場者数 1,805人 

概要 
公民館利用サークルの活動発表の場として、演奏の披露と作品展示など 

【総括】 
サークル構成員の高齢化に伴う会員数の減少や、サークル連絡協議会加入団体の減

少傾向が顕著となる中で、参加サークルの開催準備への負担感が年々増してきてい
る。加えて、開催会場である公民館の施設の老朽化と維持管理も課題である。スポー
ツで公民館を使う団体・グループが増えてきている中で、展示などを主体にした文化
祭のあり方で果たして良いのかどうか、開催方法を柔軟に考えていく時期に来ている
と強く感じた。 
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写真資料 

 

 
 
 
 

[グラスアート作品展示]   [四中吹奏楽部オープニング演奏]  [四中華道部作品展示] 
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令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 議題資料④ 

令和 6年度 
柏井公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色（市内北部） 
・市川大野駅と船橋法典駅の中間に位置し沿線から離れており、来館者はやや不便を感じる場所。 
・敷地内に市の防災倉庫と館庭があり、館内にはこども館がある。※駐車場は 20台ほど置ける。 
・周囲には梨畑などの農家、複数の老人・介護施設等があり、公民館利用者の年齢層は高い。 
 
１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】 

「夢（いきがい）・感動（発見）・絆（交流）」ができる公民館を目指す 
（１）実績状況 

前 

期 

・日本の名城その美しさと歴史を学ぶ  ・純金で世界に一つだけのアクセサリー作り 
・植物を身近に感じるおしゃれな苔玉つくり ・絵画資料で読み解く日本の歴史 
・竹とんぼづくり～日本の昔遊びを体験しよう～ ・キャッシュレス決済の基礎知識 

[アンケート結果（累計）]   
「満足」80％・「やや満足」19％・「やや不満」1％・「不満」0％ 

【成果と課題】 
・テーマを踏まえ、様々な内容で開催できた。特にリピーターは満足度が高い傾向にある。 
・子ども対象の講座は毎回募集に苦戦するが、学校に募集案内を配布するなど工夫した。 
・「道路側から公民館の場所がわかりにくく、看板をつけてほしい」という意見をいただいた。 

【講座の様子】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

[日本の名城の美しさと歴史]    [竹とんぼづくり]      [純金アクセサリー作り] 
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後 

期 

・新紙幣発行 お金の秘密 昔今未来    ・苔のミニテラリウム作り 
・光る君へ 源氏物語はなぜ書かれたのか  ・陶器づくりを体験しよう 
・素敵に飾れるお正月飾り         ・リンパを流すホームケアのすすめ 
・手作りスイーツで絵本の世界を味わおう 

 

オ
ン
ラ
イ
ン

講
座 

・じょうぶな骨づくりをテーマに、講義、簡単な体操の動画 2 本を製作し、10 月中旬から配
信開始。館内で撮影し、職員が協力して作成した。 
・令和 6年 12月 3日現在、2本併せて、延べ 360回以上視聴されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）主催講座・オンライン講座等の次期計画の視点 

・主催講座は高齢者が参加しやすく、幅広い層が興味を持つ内容を考慮する。 
・市内の遠方からも参加者が来やすいようにミーティアムガイドに「駐車場有り」と明記する。 
・子ども寺子屋前期講座は、食育をテーマとした内容を計画していく。 
・オンライン講座は、利用者の実態やニーズを踏まえ、計画・立案していく。 

２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 
（１）学校・地域連携 
  ①近隣小学校・福祉施設との連携 

事業名称 概要 

コミュニティギャラリー 

・近隣の保育園や小・中、特別支援学校及び老人福祉施設の作品を 10 月～2
月までひと月ごとに入れ替えて展示した。（柏井保育園、柏井小、大柏小、大
野小、若宮小、第五中、市川大野高等学園、三愛デイサービス）   
・返却時出品者全員に感謝状を贈呈（サークル協議会会長と館長の連名） 

 【総括】 
・どの学校の作品もとても素晴らしかった。10月は文化祭の 2日間に約 600人の来館者があり、
多くの人に見てもらい、大変好評であった。学校からは、公民館からの感謝状が児童生徒の 
モチベーションアップにつながっている、と聞いた。 

[苔でミニキャンドル］    [光る君へ 源氏物語]      [リンパストレッチ] 

[動画１]           [動画１]           [動画２] 
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②特別支援学校との連携 
名称 概要 

① 陶器販売 
② 花壇の整備 
③ 講座の実施 

・市川大野高等学園の生徒が作成した陶器を、集会室で年 2回販売した。 
・公民館正門前の花壇に、学校で育てた花の苗を年 2回植えてくれた。 
・生徒が講師となり、陶器づくりの市民向け講座を 11月に学校で開催した。 

【総括】 
・陶器販売は、地域の方々と生徒の交流のふれあいの場として機能している。作品が丁寧に作られ
ており、大変好評である。 
・生徒にとっても販売の体験ができ、キャリア教育の一助にもなっている。 
・花壇の整備を通して、公民館の環境美化につながっている。掲示物を作成・掲示し、大野学園の
生徒の活動を地域の人に積極的に紹介している。 
・後期主催講座で陶器づくりを市民向けに行い、8名参加した。生徒と市民が交流しながら楽しく
活動できた。焼きあがった作品の出来上がりがとても素晴らしく、参加者も大満足であった。 

 
（２）文化祭 

日程 令和 6年 10月 19日（土）・20日（日）の 2日間 
来場者数 1日目 301人 2日目 312人  合計 613人 

主な内容 
① 展示発表 10団体（柏井小学校、大野高等学園、三愛デイサービス、サークル 5団体など） 
② 実演 3団体（オカリナ、太極拳、吹き矢） ③ 体験 1団体（吹き矢） ④ 演奏（柏井小）

合唱（第五中）、キッズダンス ⑤ こども縁日、こども館の遊び広場、バザー、手打ちそば
販売、弁当販売、喫茶室、休憩室など 

【総括】 
・コロナ明け 2年目で来館者が増えた。実行委員会形式で役割分担を明確化し、準備・当日の運
営を行った。参加団体が増え、内容も充実していた。公民館の隣接会社に依頼し、駐車スペースを
増やしたことで来館者が増える結果につながった。サークル協議会と公民館、地域の人が協力・連
携し、大変充実した満足感のある文化祭であった。 
写真資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

[手打ちそば販売]      [躍動！キッズダンス]      [オカリナの発表会] 
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令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 議題資料⑤ 

令和 6年度 
大野公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色（市内北東部） 

・大野公民館は、市川市の北東部に位置し、昭和 56年 9月に市内で 9番目に開館。 

・市川の特産品である梨の生産が盛んな地域で、昭和 53年の JR武蔵野線の開通や 
大野地区区画整理事業の完成などにより急速に発展した地域である。 

 
・大柏出張所に併設した地域コミュニティの中心的な施設として活用されている。 

 
１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】「幅広い世代の学びと健康を支援する」 
（１）実績状況 

前 

期 

①聞いて、知って楽しむ市川の民話 ⑤ヒント満載！たのしい健康談話室 
②女性のためボールペン字講座   ⑥いきいき健活！一生歩ける身体を作ろう 
③浴衣をきれいに着てみよう！（土日）（子ども） 
④思い込み？あなたの常識は非常識かも（土日） 

[アンケート結果（累計）]   
「満足」86％・「やや満足」11％・「やや不満」3％・「不満」0％ 
【成果と課題】・受講者のアンケート結果から「満足」「やや満足」の割合が 97％ 

・幅広い世代に対して講座を展開し、サークル化した講座もある。 
・ものづくりや趣味の講座が多い傾向がある。 

後 

期 
①千葉ジェッツシニアダンス教室 ⑤紫式部と藤原道長、そして清少納言（土日） 
②手こねでパンを作りましょう  ⑥親子で作ろう！かわいいかめパン（子ども） 
③五ツ星お米マイスターの炊飯講座⑦自分で作ろう！ハンバーガー（土日） 
④はじめよう！ノルディックウォーク 

【講座の様子】 

  

 
（２）次期計画の視点 

・引き続き幅広い世代を対象とした学びと健康を支援する講座を実施する。 
・ものづくりや趣味の講座に加えて、防災等の地域連携に資する講座も企画する。 

[聞いて知って楽しむ市川の民話][手こねでパンを作りましょう] [いきいき健活！] 

例 
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２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 

（１）学校・地域連携 
事業名称 概要 

商店会との連携 近隣の商店会と連携して地域活性化のイベントを実施する。 
 【総括】 

近隣地域の商店会である大野中央商店会と連携して、5月には鯉のぼり祭り、10月に
はハロウィンなどの季節のイベントを開催し、地域の活性化を図った。 

 
（２）ギャラリー・集会室 

名称 概要 
玄関ロビー活用 福祉団体や学校などに玄関ロビーを貸出して販売会等を実施する。 

 【総括】 
近隣の福祉団体や県立特別支援学校市川大野高等学園に玄関ロビーや机等の備品を無
料で貸し出して販売会を実施し、地域の活性化と施設の PRを行った。 

 
（３）文化祭 

日程 令和 6年 10月 19日（土）・20日（日）の 2日間 
来場者数 19日 516名、20日 330名、合計 846名 

公民館利用団体が、普段の成果を発表する機会として、作品展示や演技発表を行い、
併せてバザーや鉢花販売等も開催して、文化祭を盛り上げた。 

【総括】 
昨年度に引き続き、サークル協議会や公民館職員が協働して文化祭を開催した。本年
度も地域住民に好評で、満足度の高いイベントとなった。次年度以降もサークル協議
会と連携し、また、その他のさまざまな団体も巻き込みながら、文化祭を実施してい
きたいと感じた。 

 
写真資料 

 

 

[バザー会場]        [作品展示]         [演技発表会] 

16



                       令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 議題資料⑥ 

令和 6年度 
若宮公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色（市内北東部） 
 ・市の北東部に位置し、船橋市との市境でもあり近年市街化も進んできている地域である。 
・市内でも高齢化率が高く、公民館利用者も年齢層が高い。 

 
１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】「健康・福祉・環境をテーマにした学びの場の実現」 
（１）実績状況 

前 

期 

① エコライフ講座～温暖化とごみ問題 （土日） ④世界の料理教室 
② 楽しく学ぼう！地球温暖化 （子ども） 
③ 懐かしい曲を皆で歌い声と体の若返り （土日）     

[アンケート結果（累計）]   
「満足」78％・「やや満足」20％・「やや不満」2％・「不満」0％ 
【成果と課題】・今年度のテーマに沿った講座を開催したことによる一定の成果があった。

（地球温暖化とごみ問題は特に受講者の関心が高かった。） 
・引き続き、市民の関心の高い施策を中心に主催講座を計画していく。 

後 

期 

① 若宮寄席        ④鍋帽子でエコライフ 
② 新聞紙でエコバック   ⑤世界の料理教室 
③ 中山町を鳥瞰図とともに ⑥かっぽれ体験で健康に 

【講座の様子】 
 

 
（２）次期計画の視点 

・市の施策に準じた講座（健康、福祉、環境、防災など） 
・地域性を考慮した（高齢者、子ども）計画の推進 
・障がい者が積極的に参加できるような講座 

[新聞紙でエコバック]       [若宮寄席]           [かっぽれ体験] 

例 例 例 
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２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 

（１）学校・地域連携 
 ・学校運営協議会への参加 
 ・餅つき大会、凧揚げ大会、中山ひなまつりなど地域の様々な行事に参加協力 
  
（２）ギャラリー・集会室 
 ・立体造形作家の「マークンネコガスキー」の作品展示（テレビ取材あり） 
 ・高齢者サポートセンターによる講座など 
 
（３）文化祭 
 ・令和 6年 10月 19日（土）・20日（日） 2日間のべ約 1040人が来場 
 ・若宮小吹奏楽部によるオープニングセレモニー 
 ・「若宮・中山検定」を実施 第四中学校の生徒がボランティアとして参加 
 ・利用者サークルによる作品展示、舞台発表、バザー、模擬店販売など 
 
写真資料 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（４）その他 
 ・公民館だよりの発行 現在、第 7号まで発行（審議会当日資料を配布） 
 
 ・ロゴマークの作成 
   
 
 
 
 
 
 

[若宮小オープニング]     [若宮・中山検定]       [マークンネコガスキー] 
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令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 資料⑦ 

令和 6年度 
市川公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色（市内中部） 

市川公民館は、市川駅北口より北西に徒歩 5分、真間山弘法寺へとつづく参道ともなっ
ている大門通りの入口となる国道 14号線沿いに位置している。 
施設は、鉄筋コンクリート造、地上 4階、地下 1階、貸室 14室と図書室となってい 

る。また、隣接駐車場に駐車スペースを確保している。 
駅周辺には商業ビルが立ち並び、商店街もあり、また、千葉商科大や和洋女子大など学 

校も多いことから、学校へ向かう学生の姿も多く見られ、とても賑わいのある地域となっ
ている。 

 
１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】「新たな趣味の発見や地域の人との交流を深めるための支援」 
（１）実績状況 

前 

期 

① いつまでも若々しく生き生きと！（地域連携）⑥知って安心！介護保険と認知症（地域連携） 
② 色のレッスン～彩のある暮らし（地域連携） ⑦季節の伝統行事を彩る室礼（土日） 
③ なつかしの市川～市川町鳥瞰の世界（土日） ⑧⑨アロマ香る～ふわふわハンドクリーム A・B 
④ ミニチュア・ドールハウス入門（土日）               （地域連携）（土日） 
⑤ 漢方薬はどうして効くの？（土日）  

[アンケート結果（累計）]   
「満足」83.9％・「やや満足」16.1％・「やや不満」0％・「不満」0％ 
【成果と課題】 

     いずれの講座も満足度が高く高評価であった。サークルへの移行した講座もあり新た
な地域の人との交流も生まれている。 

 

後 

期 

① 声を出してスッキリ～初めての朗読（地域連携） ⑤大人のドールハウス入門（土日） 
② 正しいラジオ体操でもっと健康に！（地域連携） ⑥「何から始めればいい？」相続の第一歩(土日) 
③ 人々のくらしを支えた「舟運と河岸」（地域連携） ⑦手作りしめ縄でお正月を迎えよう！（子ども） 
④ 美しい曼荼羅アートを描いてみませんか（地域連携） 

[アンケート結果（累計）]  
「満足」82.1％・「やや満足」16.8％・「やや不満」1.1％・「不満」0％ 
【成果と課題】 
いずれの講座も満足度が高く高評価であった。サークルへの移行を希望する講座もあ
ったが、代表者となる人がいないなど最初の立ち上げが課題である。 
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【講座の様子】                         

（２）次期計画の視点 
新たな趣味の発見・知識の習得・地域の人との交流が生まれるような講座を企画 
する。 

 
２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 
（１）文化祭「ふれあい祭り」 

日程 令和 6年 10月 26日（土）・27日（日）の 2日間 
来場者数 1,440人 

概要 
・作品展示 
  華道、絵画、書道、刺しゅう、絵本の展示及び読み聞かせ等 11団体 
・演技発表 
  楽器演奏、コーラス、マジック、空手演舞、踊り等 22団体 
・その他 
  茶道サークル（1団体）によるお茶会 

休憩室を設けて無料のお茶の提供 

【総括】 

作品展示、演技発表参加サークル以外にも会場設営、跡片付け、お祭り当日の運営
に利用者協議会 92サークルが何らかの業務に参加しており、みんなで作り上げた文
化祭となっている。 

【文化祭の様子】 
 

 

[ミニチュア・ドールハウス入門] [いつまでも若々しく生き生きと！]  [季節の伝統行事を彩る室礼] 

[踊り（安来節）] [楽器演奏] [展 示] 

 

  

20



令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 議題資料⑧ 

令和 6年度 
西部公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色（市内北西部） 
 ・周辺は閑静な住宅街であり、自治会活動が活発である。 
・図書室、こども館、地域ケアとの複合施設であり、駐車スペースが広い（30台超）。 
・高校、大学、聴覚特別支援学校が立地する学園都市である。 
 

１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】「市民の生涯学習（自分らしく輝くための学び）につながるよう 

様々な角度から学習機会を提供する」 
（1）実績状況 

前 

期 

①下総国分寺と文化財保護（地域連携）②大人でもＫＰＯＰが踊りたい（土日、地域連携）  
③わが家のシーサーを作りませんか ④水引で和モダンを楽しむ  
⑤子どもの体操教室Ａ（子ども、地域連携）⑥子どもの体操教室Ｂ（子ども、地域連携） 

[アンケート結果（累計）]  「満足」96％・「やや満足」4％・「やや不満」0％・「不満」0％ 
【成果と課題】子どもから高齢者まで、広い年齢層が参加できる機会が提供でき、満足度も高 

かったが、その後、自発的な活動に繋がる例は少なく、継続性が課題である。 

後 

期 

①シニア向けスマートフォン教室  ②落語で知る江戸のくらし（土日、地域連携） 
③花のしめ飾りを作ろう ④古写真絵はがきにみる市川市域（地域連携） 
⑤大人でもＫ－ＰＯＰが踊りたい（土日、地域連携） 
⑥Ｘマスコンサート フルート＆ピアノ（土日、地域連携） 

[アンケート結果（累計）] 「満足」85％・「やや満足」14％・「やや不満」1％・「不満」0％ 
【成果と課題】いずれの講座も人気が高く、市民が興味を持つテーマを企画することができた。 

一方で、若年層を狙った講座も複数あったが、若年層の申込数が少ないのが課題 
である。 

【講座の様子】 

 

 

(2) 次期計画の視点 
引き続き、広い年齢層が興味を持つ講座を企画するとともに、サークル等受け皿のあ

るテーマも企画するなど、参加者が継続して活動できる環境を意識する。 

[大人でもＫ―ＰＯＰが踊りたい]［子どもの体操教室］   ［古写真～市川市域］  
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２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 
(1) 学校・地域連携 

事業名称 概要 

学校運営協議会の参加 
「まち探検」への協力 
美化環境整備（花植え） 
青少年団体との事業共催 
実習生の受け入れ 

中国分小学校 
国府台小学校、中国分小学校 
地域ボランティアによる敷地内の花植え 
レクリエーション大会（紙飛行機大会）の開催（予定） 
社会教育主事資格取得希望大学生の実習受け入れ 

 【総括】 

さまざまな連携により公民館事業の効果が高まることから、引き続き、各団体との連携を深め
るとともに、次年度は、文化祭における連携についても検討する。 

 
(2) ギャラリー・集会室 

名称 概要 
ロビー展示 
地域情報掲載 
集会室における活動 
    〃 

サークル、関係団体の作品等を展示 
館内掲示板に地域情報を掲示 
フレイル予防体操の実施（週 2回） 
自治会、高齢者クラブの活動支援 

 【総括】 
やりがいの創出、地域住民の健康支援、地域団体の活動支援等は、地域の公民館の大きな役割
である。引き続き、こうした活動のため、スペースの有効活用を図る。 

 
(3) 文化祭 

日程 令和 6年 10月 26日（土）・27日（日）の 2日間 
来場者数 1,025人 

サークルによる作品展示 11団体、サークルによる演技等披露 8団体、 
模擬店及び飲食スペース、明松園（障がい者施設）による製作品販売及びバザー、 
サークルによる子ども向け創作コーナー、こども館による創作コーナー 
【総括】 
多くの来館者で賑わった。次年度は、学校と連携する等により若年層の来館者を誘導したい。 

 
 
 
 
 
 

[明松園製作品販売等]    [演技披露（和太鼓）]       [作品展示]  
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令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 資料⑨ 

令和 6年度 
市川駅南公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色（市内西部） 
 ・JR 市川駅より徒歩圏内であり、バス停から 3 分、駐車場もあることから交通の利便性

は良い立地である。 
・建物は「こども発達センター」内にある施設で、「こども館」や「いきいきセンター」 
などの施設がある複合施設である。 

 
１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】 

「先を見据えた健康づくりと地域連携により公民館利用者の拡大を図る」 
（１）実績状況 

前 

期 

①みんなで歌う健康講座(地域連携)        
②エコクラフトでカゴバックを作ろう(地域連携)  
③楽しい豆腐づくり     
④多肉植物の寄せ植え(地域連携) 
➄パパっと美味しいレシピ 
⑥体スッキリ！らくらく背骨体操 
⑦モダンでお洒落な「苔玉」を作ろう！(地域連携) 

[アンケート結果（累計）]   
「満足」91.4％・「やや満足」8.6％・「やや不満」0％・「不満」0％ 
【成果と課題】 
・ほとんどの方が「満足」で、「やや満足」の方は回数が少ないという結果でした。 

  ・サークルに移行や既存サークルの人員増になったことは、成果があったと言える。 

後 

期 

①体スッキリ！骨盤体操         ⑦日本の四季を楽しむ室礼 
②親子で作ろう！太巻き祭りずし(土日/子供) 
③和菓子作りにチャレンジ！       ⑧初めてのミニ門松作り(地域連携) 
④クリスマスの映えレシピ！       ⑨はじめての中国語講座 
⑤クリスマスのハンギングリース(地域連携)⑩知っておきたい相続・遺言の基礎 
⑥吹奏楽で楽しむクリスマスコンサート(地域連携)⑪初めての味噌作り 

【講座の様子】 
 

 [みんなで歌う健康講座]  [和菓子作りにチャレンジ！]  [体スッキリ！らくらく背骨体操] 

例 例 例 
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（２）次期計画の視点 
 ・既存サークルメンバーの活性化と若返りを目指す 
  →サークルを活用した主催講座を行うことで、メンバー人数増と若返りを図る。 
 ・公民館利用者の拡大を目指す 
  →主催講座終了後に新サークル移行を進めることで、利用者の拡大を図る。 
２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 
（１）学校・地域連携 

事業名称 概要 

学校運営協議会 
委員として参加。学校、地元自治会、ＰＴＡ役員、コミュニティサポ
ート、民生委員などの方々との繋がりを図りながら運営している。 

 【総括】 
年 5回開催して、役員の方々の意見交換をしながら状況の把握・共有をし、地域連携
を図る。 

 
（２）ギャラリー・集会室 

名称 概要 
廊 下 油絵、パステル画、ちぎり絵、書道の作品展示 

 【総括】 

サークルの作品展示により、目で楽しみ知ってもらうことで会員募集にも繋がる。 

 
（３）文化祭 

日程 令和 6年 10月 5日（土）・6日（日）の 2日間 
来場者数 1,122人 

今年の標語は「楽しい作品、つながる仲間」でサークルの役員が中心となり運営され
ており、近隣小学校、保育園、幼稚園に作品展示の参加、大洲小吹奏楽の演奏など、
地域連携を図り開催した。 

【総括】 
役員の高齢化が問題で、今後若手の役員を増やしていくことが課題となる。また、近
隣中学校のボランティアや自治会などにお手伝いをお願いすることも検討する。 

 
写真資料 

 

 [舞台発表]吹奏楽        [茶室]お抹茶喫茶      [展示発表]書道 

例 
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令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 議題資料⑩ 

令和 6年度 
曽谷公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色（市内北西部） 
 ・市公共施設で唯一の弓道場の設置 
・北西部地域の中でも市北部中央に位置することで、曽谷、国分、宮久保、須和田、稲越
地域など広範囲にわたる地域住民からの利用 

 
１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】「講座を通して新たな学びの発見」 
（１）実績状況 

前 

期 

① 弓道（土日） 
② パリ五輪直前 世界の国旗と地理（地域連携） 
③ 防犯、来客確認＆ペット見守りカメラ入門（地域連携） 
④ 和紙ちぎり絵でパンジーを作ろう（地域連携） 
⑤ 楽しいリズム体操（地域連携） 
⑥ 魅惑の大正琴 お話と演奏にチャレンジ（土日） 
⑦ フレイル予防で元気な身体づくり（地域連携） 

[アンケート結果（累計）]   
「満足」82.4％・「やや満足」16.7％・「やや不満」0.9％・「不満」0％ 
【成果と課題】・応募数からも関心を引く内容の講座が企画できた 

・講座内容について、受講者からは満足という評価が得られた 
・受講者の年齢に偏り（高齢）が生じ、今後幅広い世代の参加を促せる講  
座内容の検討が必要である 

後 

期 
① そば打ち体験（土日） 
② 和歌を楽しむ第一歩 小倉百人一首から（地域連携） 
③ 顔彩で描くやさしいはがき絵（地域連携） 
④ 体調を整えるストレッチ体操（土日） 
⑤ 年忘れ「そや寄席」A（地域連携） 
⑥ 年忘れ「そや寄席」B（地域連携） 
⑦ 登山の読図とナビゲーション（土日） 

【講座の様子】 

 
 

例 例 例 

[弓道講座］        [パリ五輪直前世界の国旗と地理] [顔彩で描くやさしいはがき]
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（２）次期計画の視点 
・世代を問わず受講を促せる講座内容の企画 
・講座への参加による来館のきっかけづくり 
・個人にあった趣味や学びの提供 

２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 

（１）学校・地域連携 
事業名称 概要 
学校連携 百合台小学校 2年生による地域まち探検の受け入れ 

 【総括】 
地域連携という点において単発的な活動にとどまってしまい次年度以降、地域連携の強化を図って
いく。 

 
（２）ギャラリー・集会室 

名称 概要 
高齢者集会室 
図書室行事 

地域自治会の高齢者クラブ等を対象とした地域高齢者の交流の場 
子どもの本のリサイクルブック市、お話会等 

 【総括】 
高齢者集会室において地域高齢者の情報交流の場、憩いの場として活用いただいてい
る。今後も広く周知等を図り高齢者の情報交流の場、憩いの場として稼働率を上げて
いく。 

 
（３）文化祭 

日程 令和 6年 10月 26日（土）・27日（日）の 2日間 
来場者数 26日：954人、27日：1,046人  合計 2,000人 

曽谷小学校、百合台小学校の児童による作品の展示 
公民館図書室でのお話会「ハロウィン 世界のオバケたち」の開催 

【総括】 
地域にある小学校の児童の作品展示や飲食の出店などにより、前回よりも賑わいのあ
る文化祭となった。次回以降も地域との連携による賑わいのある文化祭を目指し、文
化祭実行委員会とも協議を重ねていく。 

 
写真資料 

 
 

[百合台小学校児童絵画展示]    [少年空手演舞発表]    [コーラス発表] 

例 例 例 
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令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 議題資料⑪ 

令和 6年度 
行徳公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色（市内南部） 
 ・行徳支所、行徳公民館との複合施設で、全 20 室と市内で規模の大きい公民館である。 
・行徳地区の中心的なエリアで交通至便な立地にある。 

 
１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】「様々な多様性を尊重し、心身ともに健康な生活に導く講座」 
（１）実績状況 

前 

期 

① 椅子を使って筋トレ・脳トレ  
② 自転車は車の仲間 A～大人の学び直し      
③ 自転車は車の仲間 B～大人の学び直し     
④ 楽しく学ぶ日本の世界遺産 （取り組み傾向：土日） 
⑤ 親子で学び考える自転車の交通安全 （取り組み傾向：土日、こども） 
⑥ ラジオ体操を学ぼう 
⑦ 体がよろこぶ棒ピラティス （取り組み傾向：土日） 
⑧ 親子で楽しくリトミック （取り組み傾向：こども） 
⑨ 流木を活用したインテリアづくり 
⑩ あなたの知らない寺々と仏像たちの世界 

[アンケート結果（累計）]   
「満足」77.6％・「やや満足」20.0％・「やや不満」2.4％・「不満」0％ 
【成果と課題】・利用者ニーズをふまえた中で、できるかぎり幅広く講座を実施する目的

は達することができた。 
・健康や教養をテーマにした講座の人気が高い。行徳警察署の協力の下、
自転車の安全運転講座を行った。 

・ミーティアムガイドを見て、講座を申し込む方法が定着している。 
・近年は、講座を契機にサークル活動に発展した例はない。 

   ・利用者の年齢層が固定化する傾向にあるため、より幅広い世代を対象と 
 した講座の企画が必要である。 
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後 

期 

① 足裏健康法で身体ぽかぽか免疫力アップ （取り組み傾向：土日）※     
② つまみ細工でお正月のかご飾りを作ろう ※      
③ シニアヨガで心と身体リフレッシュ 
④ 水引を結んで暮らしに彩りを 
⑤ 世界遺産と西洋建築・名画・神話を巡る （取り組み傾向：土日） 
⑥ 房総の旗本たち～江戸の殿様を調べる～ 
⑦ 確定申告スマートフォン講座・行徳 A （取り組み傾向：土日） 
⑧ 確定申告スマートフォン講座・行徳 B （取り組み傾向：土日） 
⑨ 確定申告スマートフォン講座・行徳 C （取り組み傾向：土日） 
⑩ 確定申告スマートフォン講座・行徳 D （取り組み傾向：土日） 
⑪ 親子で学び考える自転車の交通安全 B （取り組み傾向：土日、こども） 
⑫ 親子で「豆腐作り」にチャレンジ！ （取り組み傾向：土日） 
⑬ 冬の野菜を使って押し花アート     

（※：令和 6年 12月 1日現在実施済） 
 
[アンケート結果（累計）]   
「満足」95.7％・「やや満足」4.3％・「やや不満」0％・「不満」0％ 
【成果と課題】前期に引き続き利用者ニーズの高い健康、教養をテーマとした講座を 

実施するとともに、行徳警察署、市川税務署と協力した講座を行う。 
 
【講座の様子】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）次期計画の視点 

・利用者ニーズの高い健康、教養に関する講座を継続して開催する。 
・社会一般的に関心の高い防災、防犯等に関する講座を企画する。 
・行徳の地域資産に取り上げた講座を企画する。 

[自転車は車のなかま B]   [親子でたのしくリトミック]   [体がよろこぶ棒ピラティ]
 

28



２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 

（１）文化祭 
日程 令和 6年 10月 26日（土）・27日（日）の 2日間 

来場者数 772人 

参加サークル（展示部門：12団体 発表部門：18団体） 

 
【総括】 

行徳文化ホールＩ＆Ｉが工事中のため、本館レクリエーションホールで発表を実施し
たが、比較的多くの参加があった。一方、展示部門においては、コロナ禍での休止 
以降、参加団体が減少傾向にある。 

 
写真資料 
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令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 議題資料⑫ 

令和 6年度 
本行徳公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色（行徳地域） 
 ・行徳地域は、東京湾、江戸川の豊かな水辺環境の他、旧市街地に残された社寺仏閣等の 

歴史的な佇まいや神輿文化など、都心に近い住宅都市でありながら、多様な地域資源と 
特有の文化を有している。また、東京メトロ東西線等の公共交通機関が充実した交通 
利便性の高さから、都心に通勤、通学する若い世代や子育て世代、外国人も多く住むま
ちとなっている。 
・本行徳公民館は、江戸川にそった旧市街地の旧行徳街道沿いに位置し、ここは昔、行徳 
小学校、行徳町役場があったことからも、行徳のまちの中心地であったことが伺える、 
歴史ある土地。この地域には、昔から居住している住民が多く、戸建ての木造住宅 
が建ち並び、比較的高齢者が多い地域となっている。近隣には江戸川、常夜灯公園、 
行徳ふれあい伝承館、神輿ミュージアムなどの地域資源の他、多くの社寺仏閣が建立さ 
れており、休日には寺町通り、権現道（ごんげんみち）など、沢山のまち歩きをする人 
が訪れる地域。 
【本行徳公民館の概要】 
① 所在地   市川市本行徳 12-8 

   敷地面積  2599.67㎡ 
② 建築年   昭和 55年 

   建築面積  958.905㎡ 
   3階建て  1階 事務室、集会室等 
         2階 会議室、研修室、和室、こども館 
         3階 図書室 
 

１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】 
「地域の特色(歴史や文化等)を活かし、学校との連携、市民のニーズに合った主催講座の開催」 

（１）実績状況 
 

前 

期 

① 広重の｢名所江戸百景｣       ⑤タイ式ヨガで心と身体のバランス調整(土日) 
② 初夏のｽｷﾝｹｱとｿﾌﾄ変身ﾒｲｸ      ⑥シニア向けスマホ講座・本行徳 
③ ｸﾗﾌﾄﾊﾞﾝﾄﾞで編むｷｬﾒﾙ色ﾊﾞｯｸﾞ    ⑦無理なく続ける健康体操 
④ 知って!見て!楽しい行徳自然保護区  ⑧においと香りの不思議を探ってみよう(子ども･土日) 

[前期アンケート結果（累計）]   
「満足」86％・「やや満足」13％・「やや不満」1％・「不満」0％ 
 

【前期講座の様子】 
 

 
 

[行徳自然保護区]       [タイ式ヨガ]       [においと香りの不思議] 
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後 

期 

① 踊ってみよう！はじめてのフラ   
② 流木を活用したインテリア作り   
③ 朗読入門 言葉のちから(土日)      

[後期アンケート結果（累計）]   
「満足」93％・「やや満足」7％・「やや不満」0％・「不満」0％ 
 

【後期講座の様子】 
 

 
【成果と課題】 
 主催講座で人気のある、物づくりや運動に関する講座のほか、実生活でも実践できる
身近なテーマの講座を行った。また、夏休みに親子で参加できる講座や秋の自然観察な
ど、季節、日程に配慮した企画もあった。結果的には、過去の主催講座でも人気のあった
内容の講座を開催したことで、参加者の満足度の高いものとなった。 
これまでの主催講座の中には、参加者が自らサークルを立ち上げ、活動を継続したり、

他館の講座に参加するなど、主催講座をきっかけとして、日常生活にはなかった、新しい
活動を始めるきっかけとなったことは、生涯学習の観点からも、大きな成果であると考え
ている。 
しかしながら、共通のテーマである「学校・地域との連携」に関しては、これまでの参

加者のニーズと共通のテーマがうまくマッチできず、テーマにそった講座を企画すること
が難しかったのが実情である。 
これからも、講師や外部機関との調整の上、市民のニーズに合った講座を考えることが

必要であるが、併せて、この行徳地域の文化、歴史を踏まえ、地域の特有な資源を活かし
た講座も検討していきたい。 

 
（２）次期計画の視点 

生涯学習の観点からは、世代に関係なく幅広い内容で講座を企画する必要がある。 
単に物づくり、健康づくりに捉われることなく、様々な分野で参加者の満足度の高い、参
加者の何かのきっかけになるような講座を模索していくことが重要である。 
また、共通テーマである「学校・地域との連携」を主催講座に取り込むためには、先ず

は、本行徳公民館のある行徳地域の文化と歴史を活かすべきであると考えている。 
加えて、地域の文化や歴史、地域住民との関りなどを、子ども達が学べる場所となるこ

とや、有形、無形の地域資産を次世代に継承する場となることも、公民館の大きな役割で
はないだろうか。 
これらのことを踏まえ、今後は本行徳公民館が地域コミュニティの「核」となる事につ

ながるような、主催講座の内容を検討することも必要である。 

[はじめてのフラ]        [流木インテリア]       [朗読入門] 
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２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 

（１）学校・地域連携 
事業名称 概要 

行徳小学校 
令和 6年 10月 2日（水）～23日（水） 
「秋の児童作品展示会」を開催（文化祭開催期間中含む） 

 【総括】 
文化祭の開催期間を中心として、行徳小学校の各学級から選ばれた絵画作品を公民館 1
階、2階の廊下に貼り出した。掲示期間中は公民館に訪れる親子も多く、日頃から公民
館には立ち寄らない地域住民も、公民館に訪れる良いきっかけとなった。 

 
（２）ギャラリー・集会室 

名称 概要 
行徳音頭同好会 「行徳音頭」を中心とした踊りの会 

 【総括】 
参加人数が多いサークルには、その都度、集会室の利用状況を確認し、事前に集会室の
本来の目的を説明した上で、使用を許可している。また、公民館が主催する講座や市の
共催、後援するイベントでも使用している。今後は、集会室が設置されている経緯を踏
まえ、早急に集会室の在り方、貸し出しの方法等を検討すべきである。 

 
（３）文化祭 

日程 
令和 6年 10月 5日(土)13:00～16:00 

6日(日)10:00～15:00 の 2日間 
来場者数 ・10月 5日(土) : 88人  ・10月 6日(日) : 209人   計 297人 

〈展示･体験の部〉（2F貸室） 
・1,2階廊下： 児童作品展 
・和室   ： 山田流筝曲練習会 
・研修室  ： ﾊﾟｽﾃﾙｸﾗﾌﾞ,市川市ﾀﾞｰﾂ協会 
・会議室  ： 絵画同好会,絵画ｻｰｸﾙ鎌倉,絵手紙ｻｰｸﾙ花みずき,結の会,徳山会 

〈発表の部〉  （1F集会室） 
 童謡ｸﾗﾌﾞ･どんぐり,湊自治会,市川市ﾀﾞｰﾂ協会,行徳音頭同好会, 
楊名時太極拳,山田流筝曲練習会,みづき会,ｶﾗｵｹあやめ会 

〈物品販売〉 市川レンコンの会（1F新倉庫、ロビー） 
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【総括】 
今年度から土曜日・日曜日の 2日間での開催を、金曜日の夜と土曜日の午前中を準

備期間として、土曜日の午後からの開催に変更した。また事前に、自治会、地域商
店、公共施設（学校含）にもポスター等を配付して周知を図った。初日の土曜日は、
生憎の小雨交じりの曇天であったが、発表会、展示作品の会場には、多くの方が来館
された。2日目の日曜日は、天気にも恵まれ、朝から多くの来館者があり、発表会場
の 1階の集会室が満員になるような時間帯もあった。今年度は「ダーツ体験」「お琴
体験」の体験型のブースを開設したが、こちらにも多くの方が体験に訪れていた。 
開催時間については、公民館の規模、参加団体数などからも妥当であると思う。 
今後は、文化祭を継続していくための、模擬店等による財源の確保に併せて、地域

の商店からの出店など、地域住民の目を引く催し物や地域と一体となった文化祭の運
営が必要であると考えている。 

写真資料 
 
 
 
 
 
 
 

 

[行徳小絵画展]  [絵手紙サークル花みずき]   [湊自治会]      [山田流筝曲練習会] 
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令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 議題資料⑬ 

令和 6年度 
幸公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色 
・当館は、東京メトロ東西線の妙典駅から南、行徳駅から東に位置し、両駅からともに徒歩 25分
程の距離にある。 

・館内には会議室、調理室等５部屋あり、保育クラブが併設されている。 
・周辺は昭和 40年代の土地区画整理事業により形成された市街地で、区画整然に建てられた戸建
て住宅が多いが、近年は大型のマンションが建設され若いファミリー年代の家庭も増えてきた。
また、館の目の前には緑道が整備され、花や樹木が身近に感じられる環境でもある。 

・当館の利用者は、幸・宝、塩焼地区等の館から概ね 1km圏内に住んでいる方（高齢者）が多い。 
 
１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】 
「学びたい、実践したい気持ちを大切にした」講座の実現をめざして」 

（１）実績状況 

前 

期 

① 大人のスイーツ（土日）       ④ 初めての切り絵講座（地域連携） 
② 夏にぴったりカラフルな布ぞうり作り 
③ 季節を楽しむ和菓子作り（土日）   ⑤ タオルを使ったリンパストレッチ（土日） 

[アンケート結果（累計）]   
「満足」96.2％・「やや満足」3.8％・「やや不満」0％・「不満」0％ 
【成果と課題】・年度テーマとの連携、狙いは概ね実現できた 

・「健康志向」や「土日開催」の講座にすることで応募者数、年齢層等の 
拡大につながったと考える 

        ・サークルの人員増加に繋がった 
 

後 

期 

① Let‘s try 美文字（土日）  ④祭りずしに挑戦してみましょう（地域連携） 
② ココロ満タン、仏像講座    ⑤既製の箱で作る簡単ｶﾙﾄﾅｰｼﾞｭ（土日） 
③ 確定申告ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ講座（地域連携）⑥体をほぐして心も体もﾎﾟｯｶﾎﾟｶ（土日） 

 
【講座の様子】                            〈前期講座〉 

                  

講師が当公民館を利用している
サークルの代表 

[大人のスイーツ]      [季節を楽しむ和菓子作り]     [初めての切り絵講座] 
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  〈後期講座〉 

 

 
                  

 
（２）次期計画の視点 

・興味が湧く、試してみたい気持ちを大切にする 
・参加者に偏り(高齢者や女性のみ等)が生じない 
・誰もが参加し易い日程設定 
・今後に繋がる、生涯活かせる 

[タオルを使ったリンパストレッチ]      [夏にぴったりカラフルな布ぞうり作り]  

[Let‘s try 美文字]               [ココロ満タン、仏像講座]  

[確定申告スマートフォン講座]       [祭りずしに挑戦してみましょう] 
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２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 

（１）学校・地域連携 
事業名称 概要 
幸子ども 
 ギャラリー 

 

幸小学校児童(学年毎)の図画作品を年間を通して一定期間に公民館に展示
することで、公民館に潤いを与えるとともに、子供や親世代等、地域の
方々に公民館の存在を身近に感じてもらい足を運んでもらう。 

小学校の社会
見学（町探検） 

幸小学校 2年生児童が社会見学として町にある施設を訪れそこでの仕
事、活動について見聞き等して勉強するもの。公民館として施設見学を受
け入れに協力し、当日を訪れた児童 3グループ（3~5人/組）に職員の仕
事内容、館内の利用状況について質問形式で説明した。 

 【総括】 
〈幸子どもギャラリー〉公民館を利用するサークル等の方々からも好評であり、作品の出展児
童その保護者以外にもその友達児童の来館も見受けられる。児童の絵により公民館スペースが
華やかで、明るく、微笑ましい空間になり、学校・地域の連携、交流の場が実現できたと考え
る。 
〈小学校社会見学（町探検）〉公民館での仕事や活動内容を知ってもらう良い機会で、当日
はサークル活動（ハワイアンフラ）にも参加、体験もしてもらい、有意義であった。今後も継
続していきたい。 

 
（２）文化祭 

日程 令和 6年 10月 5日(土)・6日(日)の 2日間 
来場者数 420名 

公民館を利用している主なサークル、団体で構成する利用者協議会が中心となり、演奏、演
技、作品の展示等を行った。その他、料理サークルや近隣の障がい者団体の作るお菓子販売、
市特産の梨、その他弁当等を販売する模擬店の出店。また、近隣の小・中学校の児童・生徒の
図画作品の展示も実施している。 
【総括】 
例年、同様の内容となっている。参加するサークル数が減少傾向にあり、演技等の発表会場で
は空き時間が出るなどしている。来場者実績では、昨年より 10％程、減少した。次年度は参
加サークルを増やし来場者数の増加を目指したい。 

 
【写真資料：文化祭の様子】 

               

[ギターの演奏]         [フラの演技と体験]       [居合の演技] 
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[手芸人形等の展示]      [切り絵展示]        [小学校児童の習字等の展示] 

38



令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 議題資料⑭ 

令和 6年度 
南行徳公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色（市内南部） 
 ・最寄り駅である東西線南行徳駅からは徒歩 20 分程度。徒歩 5 分程度にわくわくバス、

京成トランジットバスの停留所があるが運行本数は少ない。 
・駐車場有り（10台分）。 
・こども館及び放課後保育クラブ、南行徳地区社会福祉協議会を併設している。 
・周辺は住宅地であり、近隣には、南行徳小学校、南行徳幼稚園がある。 
・子供のみでの来館も多く来館者の年齢層は幅広い。 

 
１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】「学校・地域との連携を深め、多様な取り組みを目指す」 
（１）実績状況 

前 

期 

① 速く走ろう！基礎からのかけっこ（土日、こども）⑥ 親子で作ろうキーフック！（土日、こども） 

② ハワイアンソングを歌おう！（土日）      ⑦ 大豆発酵食品テンペを作ってみよう（地域連携） 

③ 知っておきたい「資産凍結」と「相続」（土日）   ⑧ STOP地球温暖化!!何ができる私たち（土日） 

④ よりよく生きるための断捨離術（地域連携）   ⑨ 栄養満点インドネシアの家庭料理（地域連携） 

⑤ シニア向けスマホ講座・南行徳（地域連携） 
 
[アンケート結果（累計）]   
「満足」75.2％・「やや満足」24％・「やや不満」0.8％・「不満」0％ 

 
【成果と課題】 
  ・子ども向けからシニア向けまで幅広い年齢層を対象とした講座を開催することが

できた。 
    ・講師が遠隔地からリモートで講義し、会場には補助者が臨場する方式での講座を

初めて取り入れたが問題なく実施できた。 
    ・各講座とも受講者の満足度は高く再度の開催を期待する声も多かった。 
    ・子ども向けの講座において、応募者が少なく様々な告知を行ったが今後は更なる

工夫が必要となる。 
 

後 

期 

① 秋の養生薬膳（地域連携）            ④ 「ニコニコ」クリスマスコンサート（土日、こども） 

② 行徳の民話・伝承と江戸・東京（地域連携） ⑤ 初めての海外旅行を楽しむ為の講座（土日） 

③ チェスをはじめよう（土日）        ⑥ 確定申告スマートフォン講座 A、B、C（地域連携） 
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【講座の様子】 

 
（２）次期計画の視点 

・多数の興味を得やすい『健康』について、座学だけではなく楽しみながら身体のケ
アを実践する講座を多く企画していく。 

・全館共通のテーマである『学校・地域との連携』についても、子供を通じ家族で参
加しやすく、地域行事への関心向上にも寄与し得る講座を企画していく。 

 

２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 

（１）学校・地域連携 
事業名称 概要 

「町たんけん」
への協力 

南行徳小学校のイベント「町たんけん」での訪問先として児童を受
け入れ、館内の案内や説明及び質問への回答を行った。 
（令和 6年 10月 29日実施 来館児童数：32名） 

 
 【総括】 

来館した子供たちから後日お礼のメッセージが届き館内に掲示している。例年の行事として実施し
ているもので今後も継続して協力していく。 

 
写真資料 
 
 
 
 
 
 
 

[来館児童からのメッセージ] 
 

 

[速く走ろう！基礎からのかけっこ]    [親子で作ろうキーフック！]        [「ニコニコ」クリスマスコンサート] 
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（2）文化祭 
日程 令和 6年 10月 19日（土）・20日（日）の 2日間 

来場者数 725人 
・各サークルによる展示、発表 
・近隣小学校等の絵画、書写等展示 
（南行徳幼稚園、南行徳小学校、富美浜小学校、福栄小学校、新井小学校） 

・南行徳地区社会福祉協議会による手作り作品販売 
・相之川こども館による遊具開放 
・サークル協議会による弁当等販売 

 
【総括】 

令和 5年度より来館者数は減少しているが、十分な賑いであった。 
事前準備や事後撤収作業についてもサークル協議会との密な連携によりスムーズに行
うことができた。 

 
写真資料 

 

 

[入口飾りつけ]            [展示]            [発表] 
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令和 6年度 第 2回公民館運営審議会 議題資料⑮ 

令和 6年度 
菅野公民館からの状況報告 

 
◎公民館と周辺地域の特色（市内北部） 
 ・2004年に中央公民館分館として菅野 6丁目に開館、2011年 4月に現在の場所に移転

し菅野公民館としてリニューアルオープンした。 
 ・周囲を学校（菅野小学校、国府台女子学院、日出学園）に囲まれた文教地区にある平屋

建ての公民館である。 
・広場（縦 90メートル横 40メートル全面芝生）、地域ケアシステム、駐車場 16台（充
電スポットを含む）を併設している。 

１．主催講座の開催 
【令和 6年度のテーマ】「教養を深め、人生をいきいき送る主催講座」 
（１）実績状況 

前 

期 

①はじめての囲碁入門講座 （土日）      
②始めてみませんか！健康、男性ヨガ（土日）  
③美姿勢目指して！初めてのリズム体操（土日）  
④初夏を楽しむハーブバスケット作り（土日）  

[アンケート結果（累計）]   
「満足」93％・「やや満足」7％・「やや不満」0％・「不満」0％ 
【成果と課題】 
・受講者の感想から、その場限りの講座ではなく、その後の「人生をいきいき送る」ため
の講座となったことが成果である。 
・課題は広い部屋が１室しかないため定員を少なくしなくてはならず、その結果倍率が
高くなり落選者が多くなってしまうことである。 
・受講者の約８割がリピーターであり、裾野を広げる工夫が必要である。 

後 

期 

①元気なうちに始めよう！男性、健康体操（土日）      
②１日まるっと石膏デッサン（土日） 
③お洒落な大人のためのクリスマス飾り 
④小学生書き初め教室(3～4年生）（学校連携） 
⑤小学生書き初め教室(5～6年生）（学校連携） 
⑥歌&体操の健康ボイトレ 

【講座の様子】 
 

 

 

 

 

 

[はじめての囲碁入門講座]    [始めてみませんか！健康、男性ヨガ]   [初夏を楽しむハーブバスケット作り] 
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（２）次期計画の視点
・主催講座はこれまで本公民館で実施したことがない講座「フラッシュ暗算で脳トレ」「梱
包用ＰＰバンドを使ったバッグ作り」「篆刻

てんこく
」、また、人気講座「苔のミニテラリウム」

を予定している。
・オンライン講座は今年度「市川の文化人 式場隆三郎にまなぶ 現代を活きるヒント
（前編）」を作成した。次年度は後編を作成する。

２．主催講座・貸室業務以外の取り組み 
（１）学校・地域連携

事業名称 概要 
菅野オリンピック 
星空観望会 
町たんけん 

市川市社会福祉協議会と連携した自治会対抗の運動会。 
第二中学区コミュニティスクールと連携した木星と土星の観察。 
菅野小学校、国府台女子学院と連携した公民館の仕事調べ。 

【総括】 
近隣に運動会や観望会を実施できる場所がないため、参加者は広場を活用した事業に
満足している。 

（２）ギャラリー・集会室
名称 概要 

地域情報掲載 ラウンジ壁面やパンフレットラックを利用して、市民に様々な情
報を提供している。

【総括】 
壁面の掲示スペースが少ないためポスター等を計画的に掲示する必要がある。 

（３）文化祭（菅野公民館では文化祭の代わりに夏季作品展を実施している）
日程 令和 6年 8月 1日（木）～20日（火）の 20日間 

来場者数 1,398人 
参加団体は 8 団体（登録サークル７団体 主催講座作品１講座） 

【総括】 
来館した市民が興味をもって見学していた。次年度は更に多くの団体に参加をしても
らうよう働きかけたい。 

写真資料 

[ＰＰバンドを利用したバッグ等]  [書道]  [こぎん刺し]

44


	01【鬼高公民館】第２回公民館運営審議会資料（状況報告）
	02【信篤公民館】第２回公民館運営審議会報告書
	03【東部公民館】第２回公民館運営審議会資料（状況報告）
	04【柏井公民館】第２回公民館運営審議会資料（状況報告柏井公民館12.5最新）
	05【大野公民館】第２回公民館運営審議会資料（状況報告）
	06【若宮公民館】第２回公民館運営審議会資料（状況報告）
	07【市川公民館】第２回公民館運営審議会資料（状況報告）
	08【西部公民館】第２回公民館運営審議会資料（状況報告)
	09【駅南公民館】第２回公民館運営審議会資料（状況報告）
	10【曽谷公民館】第２回公民館運営審議会資料（状況報告）
	11【行徳公民館】第２回公民館運営審議会資料（状況報告）
	12【本行徳公民館】第２回公民館運営審議会資料（状況報告）
	13【幸公民館】_R6第２回公民館運営審議会資料（状況報告）
	14【南行徳公民館】第２回公民館運営審議会資料（状況報告）
	15【菅野公民館】第２回公民館運営審議会資料（状況報告）
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



